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麓
簸
の
向
上
と
、
運
動
嚢
を
『
響
穣
上
と
蚤
視
す
る
玄
に
盛
婁
た
い
．
差
が
っ
て
小
、
け
る
こ
と
垂
套
す
．

と
お
し
て
親
讐
図
る
こ
と
各
的
と
な
っ
た
か
が
、
袈
に
系
が
わ
れ
る
睾
捲
墓
徒
露
製
謝
習
も
墓
ん
堅
競
篠
奮
が
讐

し
て
・
十
月
二
十
四
日
江
南
巾
学
校
運
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
と
体
育
に
関
し
て
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
増
加
す
る
必
要
の
主
体
で
は
な
く
、
野
球
も
庭
球
も
卓

霧
緩
釜
冤
た
第
面
籍
は
、
麗
も
な
け
れ
ば
人
種
差
響
あ
蒼
と
馨
す
し
、
嚢
男
女
入
球
も
毒
書
に
楚
喜
つ
も

祭
は
・
村
内
皆
様
の
ご
理
解
と
O
協
力
り
ま
せ
ん
。
無
我
の
境
に
立
っ
て
技
を
り
乱
れ
て
の
競
技
種
目
に
つ
い
て
は
、
八
つ
も
種
類
が
あ
虹
ま
す
。
し
か
し
特

と
に
よ
り
・
ま
た
天
候
に
恵
ま
れ
て
予
競
う
姿
て
そ
」
人
間
最
大
の
喜
び
で
あ
　
一
厨
の
考
慮
を
は
ら
っ
て
改
善
し
て
ゆ
別
な
技
術
、
そ
し
て
専
用
の
用
具
も
い

期
以
上
の
成
果
が
収
め
ら
れ
た
こ
と
と
り
岩
恋
同
な
姿
と
信
じ
ま
す
。
　
　
　
　
き
た
い
。
ま
た
開
催
時
期
は
晩
秋
蚕
を
ら
な
い
で
誰
に
で
も
飛
び
込
ん
で
や
れ

心
か
ら
喜
び
ま
す
と
彪
、
お
忙
し
私
は
こ
の
予
期
以
上
の
成
護
め
終
わ
っ
借
後
、
で
糞
準
月
阜
る
の
が
墜
奪
す
し
、
短
い
臆

欝讐霧

体
墓
暑
み
て
鱗
魏
灘

窪
＋
月
全
糞
の
撃
を
籍
て
　
　
　
　
村
長
杉
田
武
喜
考
え
方
に
ょ
、
っ
て
は
、
平
馨
碧

挙
行
し
、
か
つ
て
な
い
盛
会
の
裡
に
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
　
　
　
　
　
な
う
．
」
と
に
よ
っ
て
青
少
年
の
集
団
活

善
の
目
的
を
果
U
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ら
れ
た
村
内
皆
様
の
体
育
砥
奮
見
て
反
々
の
日
曜
日
を
選
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
動
の
訓
練
、
あ
る
い
は
勤
労
精
神
の
湧

ク
を
契
機
と
し
て
、
全
国
堅
の
体
育
に
省
じ
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
走
馬
灯
の
　
青
年
に
は
青
年
ら
し
い
種
目
、
壮
年
養
に
も
役
立
つ
と
と
も
に
、
親
睦
の
度

対
す
る
熱
意
は
、
い
や
が
上
に
も
盛
り
よ
う
に
ひ
ら
め
く
の
を
覚
え
ま
す
。
　
　
層
、
婦
人
屑
、
老
篤
等
こ
れ
に
ふ
さ
合
を
増
し
て
行
く
こ
と
を
大
き
な
眼
目

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
さ
る
十
来
年
、
第
二
回
目
の
体
育
祭
を
、
今
僅
わ
し
い
種
目
を
選
び
、
無
理
の
な
い
誰
と
し
て
き
ま
し
た
。
臼

月
二
十
四
日
か
ら
一
週
聞
、
岐
阜
県
下
以
上
多
数
の
参
加
を
い
た
だ
い
て
開
催
些
e
も
た
や
す
く
参
加
で
き
る
種
目
と
　
こ
の
こ
と
を
思
う
と
き
、
肘
を
挙
げ

四
十
八
会
場
で
行
な
わ
れ
た
岐
阜
国
民
L
だ
い
と
、
、
駆
け
足
の
早
い
お
そ
い
の
し
た
い
、
そ
し
て
親
睦
が
図
ら
れ
私
の
て
．
e
協
刀
を
い
た
だ
き
今
後
さ
ら
に
意

体育大会を

み
て
も
、
い
か
に
国
昆
全
間
題
で
は
な
く
、
年
令
盈
間
わ
ず
参
加
口
ぐ
せ
に
い
う
「
笑
っ
て
行
こ
う
」
を
慾
を
燃
や
し
、
盛
ん
に
輿
塾
じ
き
る
こ

体
が
、
体
育
に
よ
っ
て
自
ら
の
健
康
保
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
な
そ
の
日
一
日
村
内
こ
ぞ
っ
て
楡
快
に
行
と
を
念
願
し
て
止
み
ま
せ
ん
。
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住民登録による

人口のうごき
　（40．11．1）

　人口　　7，637

　男　　 3・792

　女’　3，845
　世帯数　　　　1・429

　
　
　
　
　
秋
騎
れ
の
に
続
い
て
競
技
が
開
始
さ
れ
、
南
、
北
片
足
で
ビ
ョ
ン
ビ
蕊
ン
跳
ぴ
だ
す
な
ど
を
送
っ
て
、
順
位
の
憂
わ
つ
て
く
る
そ
い
二
人
に
部
屋
を
与
え
よ
う
」
な
ど
の
　
　
菊
か
お
る
十
咽
月
三
日
文
化
の
日
、
『

　
　
　
　
重
西
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輩
蕩
議
、
塁
季
以
羅
に
、
覇
襲
翁
と
な
れ
ぞ
れ
の
チ
ム
の
シ
ー
y
み
－
ム
考
空
毒
、
鶴
食
が
箭
の
醤
嚢
糞
輩
校

輩
｝
審
臼
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新
し
い
下
窟
難
、
鶴
の
綾
響
ま
匙
．
　
　
に
心
嚢
ま
髭
．
　
馨
簿
蕃
ち
、
ヤ
ニ
ツ
グ
江
環
綾
麗
で
催
さ
墾

、
鮎
、
議
ど
舞
2
塁
霧
霧
こ
嚢
る
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華
車
婁
難
、
中
叢
び
薩
爽
蔭
馨
韓
篶
窪
讐
し
江
　
　
本
簾
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だ
っ

鐵麟晦
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、
、
響
．
　
、
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．
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．
．
．
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、
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羅
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ま
す
署
轄
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数
で
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な
お
、
参
考
ま
で
に
前
回
と
前
々
回
な
い
9

の
数
を
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記
し
て
み
ま
し
た
。
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帯
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4
0
年
七
、
七
〇
九
　
一
、
四
五
六
掌
別
乱

　
35
年
七
、
八
〇
一
　
一
、
三
四
九
レ
よ

　
蜀
年
八
、
〇
九
五
　
一
、
三
五
一
種
目
、

　
昭
和
三
十
年
合
併
当
時
と
比
較
す
る
応
鐸

と
、
人
ロ
は
三
八
六
人
の
減
少
、
世
帯
内
鮭

は
逆
に
一
〇
五
世
帯
の
増
加
と
な
っ
て
を
節

お
り
ま
す
。
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ま
り
山

　
一
世
帯
の
平
均
人
口
、
六
人
か
ら
、
　
全
種

五
・
三
人
と
世
帯
の
人
口
構
成
は
少
な
し
過

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
近
郊
都
で
な
一

市
へ
の
就
職
者
が
増
加
し
て
い
る
も
の
体
璽

と
推
定
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
、
　
か
色

一
県
北
各
町
村
に
み
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
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こ
と
し
実
施
の
共
同
募
金
は
、
村
民
さ
れ
、

一
の
皆
様
の
格
別
の
O
協
力
と
、
関
係
者
告
と

■
の
か
た
が
た
の
並
々
な
ら
な
い
む
奉
仕
く
お

一
に
よ
り
、
募
金
目
標
額
を
上
薗
る
＝
　
　
　
】

・
四
、
三
〇
五
円
と
い
う
優
秀
な
実
績
を
　
成

．
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
募
　
　
三

一
金
は
、
埼
玉
県
共
同
募
金
会
に
お
い
て
　
　
上

㎜
慎
璽
審
議
の
結
果
、
関
係
の
社
会
施
設
　
上

㎜
に
配
分
さ
れ
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
　
　
下

．
男
子
千
五
百
耕
競
走
も
終
っ
て
五
＋
才
紹
介
い
た
L
襲
す
。
　
　
（
敬
称
略
）

以
上
の
人
の
紅
白
玉
入
れ
で
童
心
に
か
百
桝
競
走
　
一
二
秒
五
　
大
島
正
巳

え
っ
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
一
二
秒
七
紫
藤
．
康
夫

　
村
長
賞
の
特
別
競
走
　
　
　
　
　
同
（
五
十
才
以
下
）

　
い
よ
い
よ
職
場
対
抗
リ
レ
ー
、
役
勝
　
　
　
　
　
　
一
三
秒
三
　
宮
崎
四
郎

学
校
、
農
協
の
ほ
か
申
し
込
み
の
あ
っ
　
　
　
　
　
一
三
秒
四
宮
沢
　
一
男

た
工
場
チ
ー
ム
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
一
三
秒
四
森
秀
男

村
長
も
、
農
協
組
合
長
も
、
教
頭
も
走
同
（
女
子
）
一
四
秒
九
反
町
け
い
子

っ
た
。
「
ま
だ
若
い
者
に
は
負
け
ら
れ
　
　
　
　
　
　
一
五
秒
九
持
田
志
げ
子

な
い
」
と
い
う
気
持
は
あ
っ
て
も
無
に
i
，
喬
跳
び
、
五
轟
二
こ
，
習
野
．
、
査
勇

は
勝
て
そ
う
も
な
い
よ
う
で
し
た
。
　
　
同
（
女
子
）
三
癖
四
七
上
彩
　
文
子

　
消
防
団
分
団
対
抗
リ
レ
ー
、
婦
人
会
走
高
跳
び
　
一
齎
六
〇
吉
野
　
幸
男

掌
別
対
抗
y
レ
ー
、
一
般
男
子
字
別
り
千
五
百
綴
五
分
九
秒
八
杉
田
守

［
レ
ー
は
い
ず
れ
も
村
長
寅
の
か
か
っ
た
四
再
継
走

種
目
、
選
抜
さ
れ
た
選
手
は
闘
志
満
々
消
防
団
五
六
秒
九
　
　
小
江
川
分
団

応
援
も
ま
た
わ
が
字
に
勝
利
を
と
、
場
　
　
　
　
五
八
秒
二
　
　
南
本
部

…
内
は
湧
き
に
湧
い
た
。
体
育
祭
の
最
後
婦
入
会
一
分
一
〇
秒
五
療
養
所

『
を
飾
る
種
目
だ
け
に
一
般
の
関
心
が
集
　
　
　
　
一
分
一
三
秒
、
畜
産
試
験
場

ま
り
ま
し
た
。
喚
吉
と
拍
手
の
う
ち
に
八
百
層
継
走

全
種
目
を
終
了
、
時
に
午
後
四
時
を
少
　
　
　
職
場
対
抗

・
し
過
ぎ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
あ
く
ま
　
　
　
一
分
五
五
秒
四
協
和
プ
レ
ス

で
な
ご
や
か
に
、
極
め
て
盛
犬
に
こ
の
　
　
一
般
男
子
竿
別
対
抗

体
育
祭
が
終
了
し
た
こ
と
に
つ
い
て
心
　
　
　
　
一
分
五
七
秒
二
小
江
規

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
究
　
　
　
　
　
　
　
　
一
分
五
八
秒
五
御
正
新
田

　
つ
ぎ
に
好
記
録
を
だ
さ
れ
た
か
た
を

払
　
　
　
　
樋
発
　
八
一
。
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樋
春
南
　
　
四
三
一
〇

を
上
ま
わ
る
　
　
御
正
新
田
　
西
、
…
o

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
賀
広
　
　
　
　
　
五
、
一
二
〇

鏡
ま
す
の
書
こ
漿
の
嚥
農
　
六
、
七
四
五

．
出
・
と
、
舅
さ
れ
靖
毘
対
彦
小
浩
　
一
四
、
四
・
・

［
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
　
　
　
　
　
　
塩
　
　
　
　
　
四
・
三
一
〇

　
署
四
皐
蕎
鷺
結
果
　
板
井
　
九
、
三
五
・

一
　
成
沢
　
　
　
　
一
四
〇
四
〇
　
　
柴
　
　
　
　
　
　
一
、
七
八
〇

一
三
本
　
　
九
、
四
五
〇
　

千
代
　
　
三
、
五
〇
〇

、
　
上
新
田
　
　
　
　
四
、
四
〇
〇
　
　
試
験
場
　
　
　
　
一
、
八
O
O

晒
　
上
押
切
　
　
　
　
七
、
二
〇
〇
　
　
療
養
所
　
　
　
　
、
　
ヨ
五
〇

り
　
下
押
切
　
　
　
　
　
五
、
三
三
〇
　
　
　
計
　
　
　
　
　
二
四
、
三
〇
五

さ
を
見
せ
て
優
勝
し
、
大
会
始
ま
っ
て

以
塞
一
蓮
覇
を
飾
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
展
貿
広

　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
蕎
ロ
曇
ル
ド
》

　
　
　
　
7
。
　
u
千
代

　
　
　
　
　
　
　
　
3
腐
　
沢

　
冠
貿
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
畜
醗
轄
腰
鴇

　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
宝
面
＝
置
ル
ド
》

　
　
　
　
　
”
「
ー
2
役
　
場

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
髄
逼
鋭
田

卿
羽
貿
虞
チ
一
ム
の
メ
ン
瀦
－

　
史
行
籾
光
弘
雄
最
夫
遼
錫
峨

　
保
謬
惣
禰
朝
　

亡
”
耐
傑
一
元
竹

　
蝸
僻
俺
町
鱈
閃
沢
桜
田
本
傷
田
齢
燭

　
喬
海
高
吉
小
吉
松
高
吉
務

　
鞠
左
；
夏
補
二
趣
中
右

騨灘撃驚徽撚徽繍　鰍懸照撒鰍撒繭撒撒畷闇轡撒騨鰍繍％灘饗騨購　
十
二
月
十
五
日

　
　
　
　
　
「
七
つ
の
祝
い
」
を
計
画
『

恒
例
の
「
七
つ
の
祝
い
」
撫
昌
隅
祝
賀
で
き
る
だ
け
簡
累
に
し
た
い
も
の
で

姓
本
年
も
十
二
月
十
五
日
に
行
な
う
予
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
各
人
に

κ
で
す
。
ほ
と
ん
ど
大
部
分
の
該
当
者
ご
運
絡
い
た
し
ま
す
が
、
該
当
者
全
員

臥
、
村
立
幼
稚
園
に
通
園
中
で
あ
り
、
　
O
参
加
い
た
だ
け
る
よ
シ
お
願
い
い
た

服
装
な
ど
に
つ
い
て
も
幼
稚
園
、
P
T
し
ま
す
。

（
に
お
い
て
研
究
中
で
あ
り
ま
す
が
、

　
　
耕
作
地
の
異
動
申
告
を

み
な
さ
ん
の
農
業
所
得
の
計
算
基
礎
ま
し
た
ら
、
お
忘
れ
な
く
申
し
出
て
く

‘
な
る
耕
作
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
だ
さ
い
。

年
異
動
串
告
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
　
　
用
紙
は
役
場
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
す
が
、
耕
作
地
面
積
に
異
勤
が
あ
り
　
　
期
日
は
十
一
月
三
十
日
畿
で
で
す
。

熊
谷
電
報
電
話
局
の
交
換
機
が
、
ク
ダ
イ
ヤ
ル
直
通
の
場
合

μ
ス
バ
ー
方
式
と
“
う
巖
新
型
の
も
の
　
は
島
に
相
手
局
の
市
外
局
番
、
つ

に
か
わ
り
ま
し
た
。
し
た
が
り
て
十
一
づ
い
て
市
内
局
番
、
電
話
番
号
を
ダ
イ

月
二
十
△
旦
＋
前
○
時
か
ら
目
動
化
さ
ヤ
ル
し
ま
す
と
、
市
内
通
話
の
時
と
同

れ
、
電
話
の
か
け
方
お
よ
び
電
話
番
号
じ
よ
う
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
な
ど
が
か
わ
　
衝
）

　
　
　
施
的
欝
紹
塞
竪
悔
調
一
鴨
墾
越
は

　
　
　
実
さ
い
・
　
の
順
に
謬
ル
し
て
く
だ
さ
い
．

こ
り
鑛
欝
籔
鉾
智

肛
よ
誓
熊
な
い
の
で
郭
ら
ま
島
こ
寧
の

話
日
禽
暴
市
外
霧
ダ
君
蝦
毫

晒
亀
2
8
妻
奎
鵯
齪
毅
騒
騨
巽
酔
欝

式
　
　
　
　
　
つ
の
局
番
が
い
で
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
つ
き
ま
す
。
　
　
役
場
へ
の
電
話
は

動
　
　
鮎
翫
の
纂
襲
を・
裾
舞
姥

自
奎
ハ
ケ
ル
し
≦
さ
農
か
に
五
八
Ω
ニ

　
　
　
　
　
タ
に
な
り
ま
五
八
〇
四
の
番
号
が
あ
り
ま
す
が
二
三

す
か
ら
、
ま
ず
番
号
を
よ
く
確
か
め
て
〇
二
が
代
表
番
号
で
す
。

か
ら
受
話
器
を
と
り
、
は
じ
め
に
局
番
熊
谷
局
以
外
か
ら
か
け
る
場
合
は

つ
づ
け
て
相
手
の
電
話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
　
　
市
外
局
番
市
内
局
番
電
話
番
磐

ルし

ま
す
。
そ
の
ま
ま
少
し
待
ち
ま
す
　
　
〇
四
八
五
！
二
一
ー
ニ
ニ
〇
二

と
租
手
方
が
で
て
、
通
話
が
で
き
ま
す
こ
の
一
〇
ケ
タ
の
数
字
を
つ
づ
け
て
ダ

市
外
通
話
の
か
け
方
　
　
　
　
　
　
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
更
生
相
談
所
熊
谷
に
新
設

こ
の
ほ
ど
、
身
体
障
宙
讃
と
精
神
薄
　
　
こ
の
更
生
相
談
所
で
は
、
身
障
者
噸

弱
者
の
た
め
の
更
生
相
談
所
が
、
熊
谷
精
薄
者
の
か
た
の
就
職
や
将
来
の
こ
之

市箱田

二
七
〇
番
地
に
新
設
さ
れ
ま
し
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
相
談
に
応
じ
ま

た
・
　
　
，
　
す
が
、
そ
の
さ
い
は
心
翠
的
、
蓼

こ
の
身
讐
や
、
精
薯
の
縫
渚
い
陵
詣
姦
豪
ら
螺
が
譲

の
た
め
の
更
生
柑
談
所
は
、
こ
れ
ま
で
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

箱
内
に
壽
あ
っ
た
の
素
嚢
器
か
た
は
、
婁
荏

こ
墾
は
、
晃
努
の
か
た
が
た
が
誓
の
羅
講
所
鑑
し
て
お
碧

不
便
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
熊
谷
込
み
に
な
る
と
便
利
で
す
。

市
内
に
新
設
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
　
　
な
お
、
相
談
に
必
要
な
費
用
は
、
塾

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
さ
い
無
料
で
す
。
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農
地
被
買
収
者
に
給
付
金
　
一
、
鵬
輝
．
．
．
・
火
災
シ
副
藁
鴛
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
で
に
受
付
を
開
始
　
　
三
町
聾
反
当
り
六
。
。
。
円
士
月
王
ハ
界
塾
騨
っ
藻
磨
探
に
つ
い
て
筐
お
こ
た

農
地
改
革
に
よ
っ
て
農
地
を
買
収
さ
　
　
　
の
場
含
に
は
役
場
へ
申
し
出
て
く
く
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
反
当
り
二
、
O
O
O
円
い
に
、
秋
の
火
災
予
防
逓
動
が
姶
ま
り
り
な
く
注
意
を
は
ら
っ
て
、
火
災
を
防

れ
た
旧
地
主
に
た
い
し
て
、
報
償
の
た
　
　
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
類
の
提
出
先
お
よ
ぴ
期
間
　
　
　
　
　
（
但
し
畑
の
場
合
は
右
金
額
の
六
割
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

め
給
付
金
が
麦
給
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
　
　
②
戸
籍
抄
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
給
付
金
請
求
者
は
、
そ
の
請
求
時
の
　
　
で
す
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
、
十
一
月
か
ら
冬
、
に
か
け
て
　
　
村
の
行
事
と
し
て
も
、
消
防
団
の
点

給
付
金
の
請
求
は
農
地
を
買
収
さ
れ
た
　
　
③
給
付
金
請
求
轡
　
　
　
　
　
　
　
住
所
地
の
市
町
村
長
を
経
由
し
て
認
定
　
　
報
償
金
の
合
計
額
が
鰻
高
一
、
○
○
火
を
使
．
つ
機
会
が
多
く
な
り
、
訳
災
の
検
、
カ
マ
ド
巡
視
な
ど
に
よ
っ
て
防
火

か
た
お
よ
び
そ
の
遺
族
、
法
人
か
ら
請
　
　
④
印
鑑
票
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
者
で
あ
る
県
知
事
に
対
し
、
必
要
な
○
、
O
O
O
円
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
発
生
が
ふ
え
る
か
ら
で
す
。
　
　
　
　
運
動
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

求
す
る
も
の
で
そ
の
被
買
収
農
地
の
面
二
、
被
買
収
者
の
遺
族
が
請
求
す
る
場
轡
類
を
添
付
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
な
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
災
を
防
ぐ
た
め
の
第
一
の
要
点
は
　
　
本
村
は
、
咋
年
の
四
月
以
降
、
山
火

績
が
一
畝
以
上
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
　
　
　
合
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．
以
上
の
と
お
り
で
す
が
、
詳
細
は
農
な
ん
と
い
っ
て
も
日
常
の
心
が
け
で
す
事
を
除
い
て
は
人
家
の
火
災
は
な
く
、

ま
す
。
ま
た
買
収
さ
れ
た
か
た
で
も
こ
　
　
本
八
が
請
求
す
る
場
合
の
書
類
に
　
本
村
で
は
農
業
委
員
会
事
務
局
で
取
業
奮
会
畢
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
　
コ
タ
ツ
、
カ
マ
ド
、
電
気
器
具
な
ど
非
常
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
す
。
冷

の
請
求
を
し
な
い
と
報
償
金
が
も
ら
え
　
　
　
追
加
す
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
昭
和
四
十
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
後
も
お
互
い
に
火
気
の
取
り
扱
い
に
注

ま
せ
ん
か
ら
、
薯
は
も
琴
請
①
被
農
麿
の
籍
象
る
一
戸
佳
二
哩
士
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
小
作
契
約
書
の
書
き
換
え
を
　
嗜
て
、
火
災
予
防
に
霧
書
．

求
し
て
く
だ
さ
い
。
も
う
す
で
に
受
け
　
　
籍
謄
本
又
は
除
籍
謄
本
　
　
　
　
だ
さ
い
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

付
け
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
が
、
書
類
　
　
②
農
地
被
買
収
者
と
事
実
上
の
婚
姻
　
　
給
付
金
の
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
が
貸
し
て
い
る
農
地
、
借
り
わ
な
か
つ
た
り
、
契
約
年
限
を
き
め
て
　
防
火
体
制
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
で

由
軍
ろ
λ
た
り
、
手
数
が
か
か
り
ま
す
　
　
　
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
の
申
豆
書
　
　
　
被
買
収
農
地
の
反
別
に
よ
っ
て
異
な
て
い
る
農
地
の
小
伶
契
約
書
は
、
五
年
お
か
な
か
っ
た
り
し
て
も
、
農
地
法
第
常
に
消
防
ポ
ン
プ
の
整
備
、
消
火
訓
練

の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
い
　
③
相
緬
穫
利
者
の
同
意
書
　
　
　
・
り
ま
す
が
、
同
一
人
で
、
買
収
さ
れ
た
ご
と
に
書
き
張
え
を
行
な
っ
て
お
り
ま
二
十
条
の
解
約
手
続
き
を
提
出
し
、
県
な
ど
を
行
な
っ
て
努
力
し
て
お
り
ま
す

た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
法
人
の
湯
合
　
　
　
　
　
　
　
　
農
地
と
売
り
渡
し
を
受
け
た
農
地
が
あ
す
が
、
本
年
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
齊
き
換
知
事
の
許
可
が
な
い
限
り
は
解
約
す
る
が
、
一
般
の
消
火
訓
練
と
し
て
は
、
全

準
備
す
べ
き
請
求
書
　
　
、
　
　
　
　
　
本
人
が
請
求
す
る
場
合
の
書
類
に
る
場
合
に
は
、
そ
の
面
積
が
差
引
か
れ
え
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
封
に
簡
易
水
道
に
ょ
る
消
火
栓
も
設
鷹

　
お
よ
び
添
付
讐
類
，
．
　
　
　
　
追
加
す
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
ま
た
差
引
き
を
行
な
っ
た
後
の
　
　
農
地
を
い
か
に
活
用
し
、
収
獲
を
あ
　
　
十
二
月
中
に
各
地
区
の
農
業
委
員
が
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
消
火
栓
の
使
用
万

一
、
被
買
収
者
本
八
の
場
合
　
　
　
　
　
①
宗
教
法
人
の
登
記
簿
謄
本
　
　
　
　
面
積
が
」
畝
以
下
の
場
合
に
は
該
当
い
げ
て
ゆ
く
か
は
農
業
経
営
上
の
重
大
な
み
な
さ
ん
の
お
宅
へ
う
か
が
い
、
現
在
法
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
な
い
ま
す
。

①
貿
収
令
齊
の
確
認
．
　
　
　
　
　
　
②
従
業
員
五
人
以
下
の
証
朋
書
　
　
た
し
ま
せ
ん
。
．
　
　
　
ー
　
　
　
閤
題
で
あ
り
、
お
互
い
安
心
し
て
耕
作
ま
で
の
契
約
倉
を
回
収
し
、
新
た
に
用
こ
れ
は
消
防
団
員
を
中
心
に
、
一
般
の

　
買
収
令
醤
が
な
い
場
合
は
、
登
記
　
　
な
お
、
請
求
書
用
紙
は
農
地
連
盟
の
　
　
一
．
畝
以
上
九
畝
ま
で
　
　
　
　
　
　
で
き
る
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
し
た
契
紙
を
配
付
い
た
し
ま
す
か
ら
、
お
互
い
人
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
水
道
課

　
所
で
登
記
抄
本
を
受
け
て
く
だ
さ
役
員
よ
り
関
係
者
に
配
付
い
た
し
て
あ
　
　
　
　
一
律
ー
一
〇
、
O
O
O
円
約
書
を
取
り
交
わ
し
て
お
き
た
い
も
の
協
議
の
う
え
契
約
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
職
員
の
指
導
に
よ
っ
て
各
区
O
と
に
行

　
い
・
登
記
抄
本
交
付
離
請
用
紙
は
り
ま
す
が
、
記
入
に
あ
た
っ
て
は
給
付
　
　
一
反
以
上
一
町
ま
で
　
　
　
　
　
　
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
わ
れ
ま
す
が
、
簡
単
な
操
作
で
す
の

　
役
場
に
あ
り
ま
す
。
，
ま
た
禾
登
記
金
請
求
書
の
裏
面
「
記
入
事
項
」
を
よ
　
　
　
　
　
一
反
当
り
二
〇
、
O
O
O
円
　
　
ま
た
、
契
約
書
の
欝
き
換
え
を
行
な
．
な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
で
な
る
べ
く
多
く
の
人
が
参
加
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
闇
い
合
わ
せ
万
一
火
災
発
生
の
際
の
万
全
の
備
え
と

　
　
　
　
　
　
　
　
「
う
そ
」
を
い
う
子
　
い
た
の
薦
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
婆
霧
象
蒙
あ
星
く
だ
遷
い
．
！
ー
　
匙
い
も
の
で
す
．

　
　
，
．
ぐ
』
か
の
唾
鶯
難
華
謹
鑛
難
慧
緩
騨
罐
撫
矯
．
蕊
聾
鍵
叢
織
・
・
逼
・
運
畏

　
　
　
導

　
　
　
　
　
　
　
性
格
に
な
る
危
険
性
も
あ
る
と
い
え
ま
銭
の
便
い
み
ち
に
や
ゆ
ま
し
い
家
庭
の
　
　
人
間
と
い
う
も
の
は
、
自
分
を
認
め
　
を
見
て
気
分
を
害
す
る
人
も
な
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
が
、
学
校
の
費
用
の
請
求
書
を
ら
れ
た
い
、
偉
《
み
せ
た
い
と
い
う
欲
　
で
し
ょ
う
。

　
　
　
う
　
・
う
馨
な
い
う
そ
志
さ
い
孟
嬉
匙
例
畠
婁
迄
遊
夢
務
脅
が
ぞ
の
欲
楽
つ
よ
薯
あ
た
麗
い
撰
運
豊
か

を
ど
）
辮
雛
霧
縫
蟹
総
繕
脇
欝
鑑
耀
鞭

も
ω
屡
↓
の
霧
蓼
る
と
あ
る
饗
す
“
　
拳
．
潟
の
護
山
林
奮
翁
篶
重
．

　
　
　
　
　
　
　
い
う
か
た
ち
で
の
う
そ
カ
あ
り
ま
す
　
　
い
ず
れ
も
家
庭
が
子
ど
も
の
立
場
町
歩
も
あ
る
」
と
か
、
「
ま
も
な
く
洋
　
　
菊
友
会
は
こ
と
し
の
三
月
誕
圧
し
た

ど
が
、
こ
肇
景
、
非
讐
に
養
し
奪
、
拳
選
暮
茎
浜
い
雀
て
変
響
霧
、
華
菱
と
に

子
　
　
　
　
　
　
　
あ
だ
り
ま
せ
ん
。
も
の
む
と
を
正
し
か
ら
ガ
ミ
ガ
ミ
い
つ
た
妙
、
き
つ
く
罰
が
い
ま
す
が
、
お
と
な
で
も
、
こ
う
い
　
よ
っ
て
自
己
を
つ
く
り
、
あ
わ
せ
て
会

　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
く
、
お
ち
つ
い
て
つ
か
む
よ
う
教
え
て
し
た
り
す
る
場
合
に
お
こ
る
「
う
そ
」
　
う
か
た
ち
で
み
え
の
う
そ
を
い
う
も
の
　
員
相
互
の
親
睦
と
、
日
塞
活
に
少
し

な
　
　
　
　
　
　
　
や
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の
で
す
。
　
　
　
　
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
「
友
だ
ち
が
　
で
も
う
る
お
い
を
も
ち
た
い
と
い
う
趣

　
　
　
　
　
　
　
　
う
そ
は
人
間
の
じ
ょ
う
ず
な
生
き
か
　
　
自
分
の
み
え
の
た
め
の
う
そ
I
K
み
ん
な
も
っ
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
か
　
旨
で
す
か
ら
、
，
希
望
署
は
ど
な
た
で
も

ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
た
と
思
い
こ
む
ー
⊥
衣
だ
ち
に
、
粗
悪
県
で
、
小
学
校
一
年
生
と
二
舷
生
の
男
た
ち
で
、
小
づ
か
い
を
み
え
の
た
め
に
一
入
念
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
な
商
品
を
売
り
こ
ん
で
い
た
子
ど
も
の
の
子
が
、
近
所
の
二
才
に
な
る
女
の
子
せ
び
る
の
も
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
出
品
点
数
六
十
五
点
、
立
派
な
作
晶

こ
　
　
　
蓉
、
更
の
菱
量
薯
釜
い
だ
し
て
、
防
奪
水
池
に
褻
巌
、
蔀
壽
て
糞
湯
義
読
建
・

　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
い
う
も
の
は
、
も
う
け
ら
れ
る
だ
け
も
つ
き
お
と
し
て
殺
し
て
し
ま
っ
た
瑠
件
欲
求
盈
繹
し
て
や
る
反
面
、
ら
そ
に
．
　
お
も
な
入
鐵
渚
は
つ
ぎ
の
か
た
が
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
け
濠
く
て
は
な
ら
な
い
。
ど
ん
な
安
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
一
カ
月
ほ
ど
は
け
っ
し
て
誰
も
歓
迎
し
な
い
こ
と
を
皿
で
す
。

　
｛
　
　
　
　
　
　
い
も
の
で
も
、
高
く
う
れ
る
よ
う
な
ら
前
に
、
川
に
落
ち
た
幼
児
を
二
年
庄
に
は
っ
き
り
し
め
す
べ
き
で
す
。
　
　
　
　
　
　
村
長
賞
　
　
小
柴
　
　
保
氏

　
　
　
　
　
　
　
立
派
な
商
人
だ
。
」
と
い
い
聞
か
せ
て
な
る
男
の
子
が
救
っ
て
、
ほ
う
び
竃
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）
　
　
　
議
長
賞
　
橋
氷
重
五
郎
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
相
続
税
は
　
　
　
合
計
鞭
、
…
五
万
羅
度
と
奮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
・

　
　
ど
ん
な
と
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
長
男
A

　
相
続
ま
た
は
、
遺
贈
に
よ
り
財
産
を
　
被
相
続
人
　
　
　
相
癒
分
…
2
一
9

も
ら
っ
た
場
合
に
は
、
相
続
税
が
か
か
　
　
　
ー
ー
次
男
B

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
偶
者
　
　
　
　
相
続
分
…
2
一
9

緯雛簿⊥、

、
群
三
9

る
こ
と
を
い
い
ぽ
　

．
箋
除
後
の
建
総
禦
（
こ
の

　
遺
贈
と
い
う
の
は
遺
言
に
よ
っ
て
場
合
は
「
五
〇
〇
万
円
）
遺
産
に
か

財
産
を
他
人
に
無
償
で
与
λ
る
こ
と
で
か
る
基
礎
控
除
額
（
二
五
〇
万
円
＋
五

あ
り
挙
．
　
　
　
o
万
更
相
英
の
数
）
よ
り
少
奈

た
と
え
緩
葎
除
後
の
蓬
難
と
慮
税
霧
る
必
蟹
り
ま

が
一
、
五
〇
〇
万
円
で
次
の
よ
う
に
配
せ
ん
。

偶
者
、
（
A
）
、
（
B
）
、
（
σ
）
が
糞
財
産
の
評
価
方
法
蓄
の

法
定相

続
し
た
と
し
ま
す
と
、
こ
の
場
手
続
き
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
署

倉
は
、
縄
さ
鷹
謹
総
塵
の
護
税
係
へ
霜
談
く
馨
い
・

〇
五
〇
万
円
と
な
り
各
人
の
税
金
の

搬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
委
員
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
名
簿
の
申
請
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
こ
と
し
塗
選
嚢
挙
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
簿
の
醐
製
期
日
力
近
づ
い
て
ま
い
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
糞
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
こ
れ
は
農
業
奮
釜
等
に
関
す
る
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
儀
施
行
令
第
三
条
の
規
定
に
も
と
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咲
　
　
も
の
で
、
腿
地
一
反
歩
以
上
を
耕
作
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
年
間
六
十
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
二
＋
才
以
上
の
か
た
を
、
士
再
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
現
徹
で
囎
請
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
日
農
業
萎
麟
ま
た
は
協
刀
員
が
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
霞
准
配
布
い
た
し
ま
す
獅
ら
、
該
当
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
も
れ
な
く
雨
講
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
し
ま
す
。

茨
㌧

そろそろ火災シーズン

陰ヒヒヒヒヒ、いよマ』よ

むいらのかせぎ時」

　　　ぢ蝋。タキ’

　
「
か
ら
だ
は
な
ん
で
も
な
い
の
に
、

い
く
ら
食
べ
て
も
ふ
と
ら
な
い
」
「
い

く
ら
薬
を
飲
ん
で
も
い
っ
こ
う
に
腹
痛

がな

お
ら
な
い
」
な
ん
て
か
た
は
い
ま

せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
こ
と

　
　
　
動
齢
鎌
纏

　
　
　
運
っ
て
お
こ
翁
合
が

日
防
あ
搬
醜
鮮

30

予
が
悪
い
と
思
い
こ
ん

ト
虫
蘇
紘
蘇
罐

1
生
っ
た
ら
讐
蔭

棚
寄
緊
網
難
納

6
ー
　
　
　
　
て
繰
り
返
え
し
起
こ

　
　
　
　
　
　
る
の
で
蜜
腸
炎
か
と

思
っ
て
い
た
ら
、
寄
生
虫
の
た
め
だ
っ

た
と
か
い
う
話
し
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

　
寄
生
虫
は
、
そ
の
数
が
ふ
え
て
き
ま

すと、

腸
を
ふ
さ
い
だ
り
、
腸
を
食
い

破
っ
て
腹
膜
炎
を
お
こ
し
た
り
し
ま
す

こ
の
外
、
寄
生
虫
は
肝
臓
や
肺
に
寄
生

rダイヤル119番」

固
衛
社
会
、
作
文
）
口
述
試
験
お
よ
び
身
体

、
　
検
査
（
合
格
碁
準
は
そ
れ
ぞ
れ
身
長
一

こ
し
五
五
疹
、
胸
囲
ゼ
七
飛
、
体
慮
四
七
’

σ
て
視
力
は
眼
鏡
を
か
け
な
い
で
O
・
六
以

止
し
上
）
を
行
な
い
、
一
H
で
終
わ
り
ま
す

L
つ
受
験
料
は
不
要
で
す
。

ζ
に
　
　
な
お
、
試
験
は
入
間
、
熊
谷
、
朝
霞

ツ
ま
大
宮
の
各
自
衛
隊
駐
と
ん
地
お
よ
ぴ
秩

　
父
、
寄
居
の
各
保
健
所
で
行
な
い
ま
す

　
入
隊

月
の
　
受
験
後
約
一
カ
月
で
入
隊
し
ま
す
。

天
待
遇

鳳才　　身

分
は
国
家
公
務
員
で
、
初
任
給
一

じ
、
、
二
、
八
○
○
円
の
ほ
か
諸
手
当
が
つ
き

鹿
以
衣
服
、
食
纂
は
す
べ
て
無
料
で
交
給
さ

の
る
れ
ま
す
。

　
技
術
教
育

：
　
　
在
隊
中
は
、
各
種
技
術
の
公
的
資
格

刀
連
免
許
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
特
別
な
技
術

含
二
教
育
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
な
お
特
技
を

り
ま
持
た
な
い
で
除
隊
す
る
場
合
は
、
希
望

　
に
よ
り
職
業
訓
練
を
行
な
い
、
就
職
の

　
あ
つ
せ
ん
も
計
画
的
に
実
施
し
て
お
り

子
、
ま
す
。
・

閣
庁
推
せ
ん

動を主

題どし

た劇映画、

「
ダ
イ
ヤ
ル

」
が
放
送
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
多
数

る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
放
送
網
日
本
テ
レ
ビ

　
期
間
皿
月
2
日
～
26
回

　
囲
ヲ
火
曜
日

　
午
後
9
時
釦
分
～
10
時

匹
、
　
し
た
り
す
る
よ
う
に
さ
汎
な
り
ま
す
。

、
い
　
　
そ
こ
で
、
こ
の
寄
生
虫
予
防
運
動
を

膿
痛
機
会
に
つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
に
注
意
し
、

W
ま
み
ん
な
で
寄
生
虫
駆
除
を
行
な
い
た
い

　
も
の
で
す
。

㌧
と
①
⊥
塵
虫
の
退
治
に
は
検
便
が
第
一

剛
生
で
す
。
で
す
か
ら
、
と
き
ど
き
検
便
を

』よ

愛
け
、
寄
生
虫
の
有
無
を
調
べ
、
駆
除

］
が
し
た
い
も
の
で
す
。

　
②
1
寄
生
曳
駆
除
に
は
、
回
虫
の
場
合

毘
腸
サ
ン
ト
ニ
ン
と
カ
イ
ニ
ン
酸
合
剤
、
あ

一
ん
る
い
は
サ
ン
ト
ニ
ン
や
ピ
ヘ
ラ
ジ
ン
剤

脚院
な
ど
の
原
藁
が
含
ま
れ
て
い
る
薬
が
動
，

）
ら
果
が
あ
り
ま
す
。

原
十
二
指
腸
虫
の
場
合
は
、
四
塩
化
エ
チ

バ
、
　
レ
ン
あ
る
い
は
ブ
ロ
ー
ム
や
ナ
フ
ト
ー

群
ル
、
四
ヨ
エ
ド
・
チ
モ
ー
ル
な
ど
の
原

乞
薬
が
含
ま
れ
て
い
る
薬
が
効
墨
が
あ
り

芝
ま
す
。

ち
③
ー
ま
た
、
寄
生
虫
は
、
卵
の
か
た
ち

7
。
で
、
口
か
ら
す
べ
て
侵
入
し
ま
す
の
で

。
ま
食
事
の
前
に
は
必
ず
手
を
よ
く
洗
う
よ

お
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
は
子
ど

ザ
も
の
と
き
か
ら
習
慣
づ
け
る
よ
う
に
し

印
生
た
い
も
の
で
す
。

消
防

消
防
活
動

二
九
番
」

視
聴
さ
れ
る

　
防
衛
庁
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
自
衛

官
の
募
集
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
庭
欄
隊
は
、
自
衛
官
嚢
と
し

た
い
人
の
ほ
か
、
技
術
を
身
に
つ
け
て

将
来
良
い
就
職
を
望
む
人
、
規
則
正
し

　
　
　
　
　
　
　
い
生
活
を
身
に
つ

　
　
　
　
集
繹
難

　
　
　
　
募
す
・

　
　
　
　
官
応
嚢
格

趾
衛
甑
響
酪
摺

海
自
才
堅
皐
芽

陸
鳶
量
子
で
、
㌧

等
　
　
　
憲
嚢
程
度
以

2
　
　
　
　
上
の
学
刀
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
者

応
募
手
続
き

　村役

場
お
よ
び
自
衛
隊
埼
玉
地
方
運

絡
部
（
浦
和
帯
高
砂
町
四
丁
目
五
番
二

号
）
で
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

ま
す
。

試
験

　簡単な

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、




